
　「協働通信」は、「那覇市協働によるまちづくり推進協議会～なはおせっかいワクワク隊～」の

行う事業の一環として、毎月発行しています。

○協議会の活動紹介

・協働大使那覇まちま～いについて

　平成23年12月22日（木）に、協働大使那覇まちま～いを開催しました。
　今回は、てんぶす館にて、世界無形遺産の組踊（「執心鐘入」）を鑑賞した後、国際通り周辺を散策しなが
ら、安里のさいおんスクウェアに移動しました。
　さいおんスクウェアでは、イルミネーションや、シンボル的な存在になっている「巨大シーサー」を見学し、
　このシーサーづくりに携わった、壺屋陶器事業協同組合理事長で、協働大使でもある島袋常栄さんから、巨大
シーサーづくりにまつわる、貴重なお話を伺うことができました。
　その後、ほしぞら公民館に移動し、交流会にて、さらに親睦を深めることができました♪
　※当事業は、那覇を知ることで地域への愛着を深め、参加者同士の交流を図ることを目的に開催されます。

※協議会の活動状況等については、那覇市協働大使活動支援センターのブログ等でもご覧になれます☆彡

　那覇市協働大使活動支援センターブログ：　http://kyoudou78.ti-da.net/
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○役員の紹介　⑤

♪♪♪　まちま～いの様子はこちら　♪♪♪

　　問合先：那覇市協働によるまちづくり推進協議会事務局　861-3846

　　　　　　　①組踊鑑賞 　②組踊「執心鐘入」の出演者の皆さん☆

　③シーサーづくりに関する貴重なお話を伺いました！！ 　　④楽しい交流会♪

（※フェイスブックもやっています。）

那覇市協働大使活動支援センター

協 働 通 信

「まちを歩く」

１年半ほど前から健康のために歩いて出勤するようになりました。片道２キロ、

往復４キロの旅が、今では毎日の楽しみの一つになっております。雨の日には、

「乗ってかない？」とばかりにタクシーは減速して私の横を通り過ぎていきます。

歩道のないうら道、アーケードの下、人やバイク、車で朝早くからごったがえす

農連市場、毎日毎日変わらないように見える風景も、やはり少しずつは変わって

きているようです。そんな変化を感じながらまちを歩くと、他のどこでもない那

覇に住んでいるんだなあという気持ちがじわじわっと湧き上がってきます。副会長 饒波 正博さん



この健康福祉専門部会としての、最初の取組みとして、12/20（火）、特定健診の受診

率向上を目的とした、市長の街頭広報活動（※１）へ参加しました。

（※１）特定健診の受診率が目標を大きく下回っている危機的状況を受け、市長が街頭(市内６か所）で、特定

健診の受診を促すための呼びかけを行ったものです。

市民の健康づくりのため、その第一歩として自らの健康状態を知ってもらうことは大変

重要なことです。

その意味でも、特定健診の受診を促す、今回の市長の街頭広報活動の趣旨を、一人

でも多くの方に知ってもらい、関心を持って話を聞いてもらうよう、協働大使として、この

取組みに参加し、場を盛り上げました。

この健康福祉専門部会は、関心のある方なら、どなたでも参加できます！！

ご自身またはご家族の健康づくり、特定健診受診率の向上、地域福祉（地域での支え

合いの仕組みづくり）等に関心のある方は、気軽に、以下の「那覇市協働によるまちづく

り推進協議会」事務局にご連絡ください。

みんなで一緒に、楽しみながら活動してみませんか？！ご連絡をお待ちしています♪

健康福祉専門部会が立ち上がりました！！

平成２３年１２月９日。市民の健康づくりの推進と、福祉の向上を目指して、健康福祉専門

部会（※）が設立されました。

※専門部会は、その分野で活躍する協働大使同士が繋がり合い、一緒に協力することで、相互のネットワークや活動の

充実を図るきっかけの場として、設置されます。

♪♪♪当日の様子はこちら ♪♪♪

公設市場前では、マチグヮーの、ゆるキャラも参加して、楽しみながらＰＲしました☆

問合先：那覇市協働によるまちづくり推進協議会事務局 ☎８６１－３８４６


